
施設概要等 ３．改修の経緯 2022.8.30　スポーツ振興課

【市体育館】

実施時期 工事名等 実施時期 工事名等

昭和６２年 体育館屋根補修工事 平成６年 市営屋内スケート場設置工事

体育館屋根補修工事（追加工事） アイススケートリンク看板設置工事

昭和６３年 体育館屋根補修工事（防水工事） 平成７年 フェンス用防護ゴム工事（修繕）

平成２年 体育館改修工事（照明灯増灯） 平成８年 フェンス防護板取付（修繕）

平成３年 体育館放送設備改修工事 平成１４年 収納資機材庫建替

平成４年 体育館前広場改修工事 平成１７年 冷凍機分解整備修繕

平成５年 体育館消防設備改修工事 プレハブ機械室塗装・基礎工事

平成６年 体育館誘導灯設置工事 プレハブ機械室補修工事

平成７年 体育館消防設備改修工事 自動券売機新札対応修繕（２台）

体育館消防設備改修工事（追加工事） 平成２０年 冷却水ポンプ更新修繕

（自家発電設備） 平成２１年 クーリングタワー修繕（ヒーター交換）

体育館サッシ補修（修繕） 製氷機修繕（ベアリング・ベルト交換）

風害物置屋根補修（修繕） 平成２３年 フレキホース交換修繕

平成１０年 アルミサッシ、カーテンレール修繕 冷却ファンモーター交換修繕

北側搬入通路舗装 機械室操作盤修繕

平成１２年 外壁クラック改修工事 平成２５年 製氷機修繕

平成１３年 身障者用トイレ設置工事 ブラインポンプ修繕

正面玄関自動ドア設置工事 平成２６年 機械室温度調節計更新

浄化槽修繕 機械室温度センサー更新

照明灯修繕 平成２７年 ザンボニーセルモーター部品交換

平成１４年 事務室空調設備 非常用放送設備等改修

収納庫移転工事 平成２８年 スケートリンクブライン冷凍機修繕

工作物移転工事 №２ブライン配管チャッキ弁交換修繕

平成１６年 駐車場整備及び下水道切替工事 平成２９年 ブラインポンプ更新工事

平成１７年 天井照明用ランプ交換修繕 平成３０年 ザンボニー（製氷車）修繕

天井照明用ランプ交換修繕（その２） 令和元年 ザンボニー（製氷車）修繕

誘導灯設備修繕 令和２年 機械室シャッター交換

平成１８年 屋根ＳＵＳ防水キャップ撤去修繕 ブライン冷凍機整備

平成１９年 照明交換修繕 令和３年 自家発電設備冷却水漏れ交換修繕

照明回路漏電修繕

平成２１年 スロープ修繕

平成２３年 天井修繕

平成２４年 倉庫　扉等修繕

ランプ・安定器等交換修繕

平成２５年 外壁修繕

№ R元利用人数 機械室屋根修繕

1 28,974人 ＡＥＤ修繕

2 88,748人 平成２６年 消防用発電修繕

3 親子スポーツ会館 49,180人 平成２７年 消防設備修繕

4 8,423人 平成２８年 消防設備修繕

5 7,769人 平成２９年 消防設備交換修繕

6 12,857人 平成３０年 自動火災報知機火災受信機交換修繕

7 75人 事務室照明改修

8 18,833人 屋根突風板及び外壁改修

9 7,369人 令和元年 自動火災報知設備交換工事

10 13,864人 令和２年 自動火災報知設備感知器交換工事

11 6,065人 引込キャビネット内高圧設備改修

参考 39,977人 令和３年 窓ガラス修繕

参考 254人 軒天修繕

名　　称

所 在 地

面 積 等

【スワンスケートリンク】

資料１－１

　バレーボール３面、バスケットボール２面、

完  　成

酒田市体育館

酒田市入船町３番２０号

競技場１，８００㎡（40ｍ×45ｍ）

席　　数

駐車台数

　バトミントン１０面、テニス２面、卓球２４台

昭和４７年３月

固定席６４４席、立見席１，３００席

１１８台

４月１日から１０月３１日まで（月曜日休館）

修道館

利用期間

面 積 等

経 緯 等

利用期間

冬 期 間

例年１１月第一土曜日～３月第四日曜日

スワンスケートリンク

リンク面積１，０８０㎡（40ｍ×27ｍ）

平成６年１２月アリーナ部分に架設する形で新設

319㎡

1152㎡

武道館

平田体育館

大アリーナ2420㎡（60.5ｍ×40ｍ）、小アリーナ880㎡（22ｍ×40ｍ）、弓道場　他

1階450㎡（15ｍ×30ｍ）、2階1080㎡（36ｍ×30ｍ）、合宿所

304㎡

1階792㎡、2階卓球室

706㎡

15台

アリーナ：9台、トレ室：6台

7台

平田Ｂ＆Ｇ体育館

施設名称

市体育館

国体記念体育館

亀ケ崎記念会館

鳥海地区体育館

八幡体育館

松山体育館

勤労者体育センター

南体育館

1800㎡（40ｍ×45ｍ）

競技場面積

アリーナ1023㎡

道場（床）8台

4台

※1台あたり75㎡（市体育館）で算定

アリーナ744㎡（31ｍ×24ｍ）、トレーニング室456㎡（15.6ｍ×29.2ｍ）、ミーティング室58㎡　　

柔道場（床）534㎡

道場（床）629㎡、道場（畳）629㎡、相撲場169㎡、会議室

柔道場（床）155㎡、剣道場（床）155㎡

卓球台 設置可能台数※

24台

大アリーナ32台、小アリーナ11台

１階：6台、2階：14台

4台

１階：10台、2階：3台

9台

4台

13台

１．施設の概要

２．本市の体育館

●洪水ハザードマップ 浸水深 0.5ｍ～ 3.0ｍ

●津波ハザードマップ
浸水想定区域に該当

津波浸水深 0.5ｍ以上 3.0ｍ未満

参考：酒田市体育施設整備方針（令和２年～令和１１年）より抜粋

《酒田市体育館》

最上川沿岸に位置し、平成28年3月に公表された津波ハザードマップにお

いては、浸水想定区域に位置し、津波浸水深は1.0ｍ以上2.0ｍ未満となっ

ております。また平成28年10月に公表された河川洪水ハザードマップにお

いては、浸水深0.5ｍ～3ｍ未満となっています。

利用者数は減少傾向にあり、卓球競技の大会や消防フェアなどの市主催

事業やイベントのほか、卓球やバトミントンの個人練習などでも利用され

ていますが、老朽化が進み、耐震等の対応が必要であるものの、浸水域で

あることから、現在地においての更新はせず、機能移管を検討する必要が

あります。

なお、スワンスケートリンクは、期間中約２万人の利用があり、幅広い

年齢層並びに広域的な利用があることから、屋内スケートリンクとして既

存施設や民間施設等の冬期間活用を検討していきます。

令和２年３月 酒田市・酒田市教育委員会作成


